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植物硏究雜誌第十一卷第十二號 


葉ハ稍疎二着キ大キク、長サ (2-)3-5 mm . 背面二深ィー條ノ溝ガアリ、.緣部ニハ淡褐色ノ 
鬚毛ガ列生シテ4 ル。 殘念 ナガ ラ花ハナカツタガ、去年ノ果實ガ殘ツテ4テ、果梗ハ長サ 
7-12 mm . アツタ。西ハぱい か■る 地方カラ東ハお ほつ く •うす!）一地方二分布シテ4 ル_ 類 
デ、かむちやつか半鳥=モ記錄ノ、アルガ誤リラシィ。エ藤博士ガ¢7. tetragona トサレタモ 
ノ壬同ート思フノデ、樺太廳中央試驗所報吿第一類第—號デ石山哲爾氏ノツケラレタから 
ふといはひげヲ和名トシテ採用シテオタ。 （原 寬） 


Cassxope ericoiaes D . Don in New Philos . Journ . XVII , p .158 (1834). 

Syn . Andromeda ericoid.es Pallas, FL Eoss. II , p . 56, t . 73, fig. 3 (1788). 

Nom , Jap . Karafuto - iwdhige , 

Hab . Saghalien : in Experimental Forest of Kyushu Imperial University . 


(H. Hara) 



o はごろもえぞにはとこ 

{Sanibucus Buergeriana 
Blitme var. lacera Nakai) 
1891 年故 Faurie 師ガ北海道 
札幌附近デ發見シテ以來久シク 
採集家ノ目ヲ逃レテヰタガ數年 
前王子製紙會社山林現ノ富本豐 
氏ニョッテ膽振國、白老郡、敷 
生村ノ社有林內デ見出サレタ〇 
細 カク 切レタ葉ハ、 ソノ 帶黃白 
色ノ花或ハ紅色ノ果實卜相俟ッ 
テ頗ル美事デアル0現在デノ、虎 
杖濱へ移植サレ大切二保護サレ 
テヰル0 (原 寬） 

〇さはをぐる 

飯沼慾齋翁ハ草本圖說二さは 
をぐ、るま卜をかを r るまヲ區別 
シテ圖解シタガ、牧野博士ガ.コ 
/兩者ヲ同ーデ アルトサレ テ カ 
ラハズツトソノ樣=考へラレテ 
キタ。併シ最近筆者ハコノ兩形 
ガ可成リ異ッテヰル事=注意ヲ 
惹 カサレ タ。さはをぐ、る■まノ基 


は.しろ.名ん七にばとこ 本形ノ、を かをく、、るま 二比シ水分 

多イ所 二. 生ェ全形壯大デ葉ノ、細長ク、莖上葉ノ、數多ク、花ノ數モ多ク、[總葰ノ綿毛ハ少イ。 
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花期モ遲ク時 二八 月頃開花シテ斗ルノヲ見受ケル0ケレドモソレダケデノ 、さはを ぐる まハ 
を かを く•'るまノ生態的 一形 =過ギナイト斷定サレ テシマッ テモ仕方ガナイシ、又以上ノ性質 
ガ明カデナイ形ノモノモアル。併シ雨者ヲ區別ス，レモウーツノ差異ハ、をかぐるまノ瘦果ハ 
常 二有 毛デアルノ = 、さはを く、、る t デハ全ク無毛ナ事デアル0瘦果ノ性質ガ重視サレル菊科 
デ.ハコレハ可成リノ違ヒ.卜認メテョイデアラウ。 さはを ぐるまヲを: かを ぐる USenecio inte - 
grifolia ( L .) Clairville) ノ變種トスルカ別種トスルカハ人；ヨリ意見モ異ルデ、アラウガ、 
兎二角雨者ガ同ーデナイ事ヲ讀者こ御知ラセスル。別種トスレバ學名ハ Senecio Pierotii 
Miquel ヲ採用スレパョイト思フ。尙をかをぐるまモ隨分形ガ變リ、殊二冠毛ノ長サハ時 
期 ニ モヨルガ可成リ違フモノガアル。 （原 寬） 

話ノ種(學名ヲ數へ夕話） 

日本產植物殆ンド全部ガ載ッテ居ルト云フ牧野•根本兩氏著日本植物總覽ハ日頃我等植物 
仲間ノ机上ニハ無クテカナワヌ本ノーットナツテ居ル事ハ此處二更メテ申ス迄モ無イ事デ 
アル。サテ私ハ或ル日ツレグレナル儘下宿ノ 3階二寢コロンデペラペラトコノ本（第2版） 
ノ頁ヲメクツテ居タノデアル。所ガ種名ヤ變種名ヲ見テ行クト japonicus トカ formosanus 
等卜云フ樣ナノガ非常二頻繁二出テ來ル。コレハー寸數へテ見タラドンナモノダラウト、ソ 
コノ、ソレ持前ノ統計まにや卜來テ居ル、退屈ナ時間（精神的失業時トデモ申シマセウ）ヲ見 
ノ、カラツテ數へ上ゲテ見ルト次ノ樣ナ事ニナツタ。アマリ大シタ事デモナイガ少シバカリ 
紙面ヲ拜借スル事=シタ〇尤モ正確サニハ相當自信ガアルノデ、若シオ疑ヒノ方ハー寸數へ 
直シテ見テ下サイ。御承知ノ樣=種名ニナッタ形容詞ハソノ屬名ノ性二從ッテ男、女、中ノ 
何レカノ性二語尾ガ變化シテ居ルガ此處デハ全部男性語尾二直ホジタ。 

1) 先グ第ーニ總數9,200幾ツト云フ種名二用ヒラレタ單語ハ4262通リデアツテ、 
ソノ中3111ノ、唯一囘宛シカ現ハレナイ。2囘ノモノハグツト減ツテ472, 3囘ノハ200通リ 
卜云フ具合 0 最モ多ク出現スルノハ japonicus (日本ノ）'デ299囘、ツマリ100種ノ植物ヲ 
扱フト3種ハ japonicus 卜云フ名ガ付イテ居ル勘定ニナリ、サスガノ、日本ダト感心スル、 
次二 S 0 囘以上現レル語ヲ擧ゲル■卜次ノ.通リ ： formosanus (臺灣ノ）197, nipponicus (日 
本ノ ） 74: chinensis (支那產ノ ） 68; Kawakamii UU 上氏ノ ） 46: arisanensis (阿里山 
■二產スル）42; indicus ( インドノ）40.; boninensis (小笠原島產ノ ） 35: Tashiroi ( 田 
代氏ノ〕33; vulgaris (普通/) 33; Fauriei (7 オーリー氏ノ ） 32 ; liukiuensis (琉球 
產ノ ） 31 ; kiusianus (九州 ノ ） 30〇 

2) 種名ノ、大抵形容詞デ造ラレルガ、時ニョルト古イ屬名ヤソノ植物ノラテン名、ギリ 
シヤ名又ハ各地ノ 土名ヲソノマ、又ハ少シ變へテ使フ事ガアル。コンナノデノ、同ジモノガ 
ソウザラニ出テ來ル事ノ、ナイ、セイゼイ2囘位デアル。コレガ387通リデ399囘現ノ、レル0 
數デハ全體ノ僅力4分^■シカ當ラナイ。 

3) 人ノ名前ノ語尾ヲ細エシテ種名トスル事ハ弗常二屢々行ハレルモノデアツテ全數ノ1 
割5分ヲ占メテ居パ （652 通リ 1417囘）〇ソノ中- ii 又ハ i ， 或ハ -e ( a デ終ル時）ヲ付 

一55— 



